
みんなおいで
よ！

地域おこし
協力隊です！

新しい力で
栗山を元気に

【問い合わせ】栗山公園案内所　☎ 72-0706　　指定管理者　株式会社たかはしダリア

　大人気のイベントが復活です！！なかよし動物園のキャラクターたちが短冊となって七夕を盛
り上げてくれます★皆さんの願いを込めて星に届けましょう！！たくさんのご参加、お待ちして
おります♪

●日時　７月１日㈬～８月７日㈮
●受付　栗山公園案内所

お好きな短冊をお選びください。ペン
のご用意もあります。

●時間　10：00～16：00
●場所　栗山公園内　ふじ棚

お好きなモールを選んでいただき、
笹の木に結んでください。

●料金　無料
●対象　全来園者

お子さまと一緒に大人の方もご一緒
にどうぞ。
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最新情報を
簡単アクセス

　くりふとがオープンしてから早3年半。最近では館内にキッズスペースを設置したことにより、
親子連れでの来館が増えています。館内の玩具や絵本を一緒に楽しむ方や、お子さんの様子
を近くで見ながら、くりふとキッチンで購入したものや持参したものを食べる方など、さま
ざまな形で楽しむ様子が多く見受けられるようになりました。
　また、毎月第4金曜日には町民有志による「こども食堂のんの」が出店しており、毎回50
人以上の来館者が訪れるなど、地元食材を使った温かい食事を囲みながら、地域の親子や子
どもたちが気軽に集まれる場所として定着しています。
　「子どもが楽しそうに過ごしていて安心できた」「ちょっとの休憩のつもりが親子でゆっく
りできました」など、うれしい声も聞かれています。
　さまざまな世代が集うくりふと。まだ来館されたことのない皆さまのお越しをお待ちして
います。

No.10　親子の笑顔が広がる、くりふとの日常風景

【開 館 時 間】	 9：00 ～ 22：00（月曜休館、変動あり）
【所　在　地】	 中央 3 丁目 154-1（栗山駅南側）
【問い合わせ】	 栗山煉瓦創庫くりふと　☎ 76-9945

子ども食堂のんので広がる、子どもの笑顔玩具や絵本を楽しめるキッズスペース

InstagramFacebookWeb

高台にも水田を—南学田の電気揚
ようすいきば

水機場跡 町
史
資
料
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査
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・
研
究
員
／ 

青
木
　
隆
夫

YouTube で
歴史コンテンツ
公開中！

―――――――
町史資料調査室
☎ 76-7820
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南学田の電気揚水機場

No.48No.48

No.
112

　今年度 4 月からファブラボ
栗山運営支援員として活動して
いる、吉田峻晟です。昨年度ま
で秋田県で生活しており、大
学生の頃から 3D プリンターや
レーザーカッターなどのデジタ
ルファブリケーション機器を活
用したものづくりに親しんでき
ました。これまで培ってきた知
識や経験を生かし、現在はラボ
スタッフとして利用者のサポー
トを行うほか、ファブラボの魅
力をより多くの方に知っていた
だくための企画や試作にも取り
組んでいます。
　その中でも特に力を入れてい
るのが、ファブラボで製作できる
おもちゃの開発です。ファブラボ
は「自分のアイデアを形にでき
る場所」ですが、「興味はあるけ

れど何を作ればよいかわからな
い」「機械の使い方が難しそう」
と感じる方も少なくありません。
そこで、子どもから大人まで気
軽に楽しめるおもちゃを入口と
して、ものづくりの楽しさや達
成感を体験していただける機会
を増やしたいと考えています。
　今後も地域の皆さんが気軽に
立ち寄り、新しい挑戦や交流が
生まれる場となるよう、ファブ
ラボ栗山の魅力発信と環境づく
りに取り組んでまいります。ぜ
ひお気軽にお立ち寄りください。

ファブラボ栗山運営支援員

吉
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　峻
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晟　隊員
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